
 設計資料編 

第 6章 システムを使用した設計例 

6-1 

第６章 システムを使用した設計計算例 

6-1 調整池容量計算システムのインストール 

6-1-1 調整池容量計算システムについて 

 

 「調整池容量計算システム（以下、システムとする）」は、開発行為や雨水浸透阻害行為（土

の締固めや開発などにより雨水がしみ込みにくくなる行為）などの土地利用形態を改変する際に

設置する貯留浸透施設の容量やオリフィスの検討を支援するツールとして開発されたものであ

る。システムでは、貯留施設や浸透施設の形状とオリフィスの諸元に基づいて、施設の流出抑制

効果を定量評価することができる。 

そのため、雨水浸透阻害行為の許可基準を満足しているのかを判定でき、また、雨水浸透阻害

行為以外で流域に設置される雨水貯留浸透施設の効果も評価できる。 

 

6-1-2 調整池容量計算システムのダウンロード 

  

調整池容量計算プログラムおよび操作マニュアルは、下記のホームページアドレスから入手可 

能となっている。2025年（令和7年）7月より以前にシステムを入手している場合は、必ず新し 

いシステムをダウンロードして、これを使用することとする。 

①国土交通省水管理・国土保全局 

https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kasen/chouseichi/index.html 

   ②愛知県のホームページ（雨水浸透阻害行為許可等） 

 https://www.pref.aichi.jp/site/usui-taisaku/manual.html 

 上記の国土交通省水管理 国土保全局のホームページに移動される。 

 

① 国土交通省水管理・国土保全局のホームページからのダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☜ダウンロードする。 

☜ダウンロードする。 
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  ②愛知県のホームページ（雨水浸透阻害行為許可等）からのダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☜①ここをクリック 

②スクロールで下の方に 

③アドレスをクリックすると国交省の HP に移動する 
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6-1-3 システムの利用環境 

 

(1) システムの使用に関する留意事項 

本システムはMicrosoft Excelを利用しており、流入出量-時間関係グラフ及び許可申請図書

の作成にExcelマクロを利用しているため、マクロのセキュリティを「中」に設定する必要が

ある。 

※セキュリティレベルを「高」に設定している場合はマクロが実行できないため、それぞれ

の結果が作成されないので注意する。 

システムによる検討後には、セキュリティレベルを「高」に戻すよう、使用にあたっては各

自の責任において実施されたい。 

 

(2) システムの使用に際するセキュリティレベルの確認と設定方法 

【Microsoft365、Excel2020 の場合】 

 ① Excelを起動する。⇒ ② 「ファイル」を選択する。⇒ ③ 「オプション」を選択する。 

⇒ ④ 「トラストセンター」を選択し、「トラストセンターの設定」ボタンを押下する。 

⇒ ⑤ 「マクロの設定」を選択する。⇒ ⑥ 「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」

を選択し、「OK」ボタンを押下する。 

 

【Excel2010、2013 の場合】 

 ① Excelを起動する。⇒ ② 「ファイル」を選択する。⇒ ③ 「オプション」を選択する。  

⇒ ④ 「セキュリティセンター」を選択し、「セキュリティセンターの設定」ボタンを押下

する。⇒ ⑤ 「マクロの設定」を選択する。⇒ ⑥ 「警告を表示してすべてのマクロを無

効にする」を選択し、「OK」ボタンを押下する。 

 

【Excel2007 の場合】 

 ① 「開発」タブの「コード」で、「マクロのセキュリティ」を選択する。 ※「開発タブ

が表示されていない場合は、Microsoft Officeボタンを押下し、「Excelのオプション」を選

択する。次に、「基本設定」カテゴリの「Excelの使用に関する基本オ プション」で「開発

タブをリボンに表示する」をオンにする。 

 ② 「マクロの設定」カテゴリの「マクロの設定」で、「警告を表示してすべてのマクロを

無効にする」を選択する。 

 

【Excel2003 の場合】 

 ① 「オプション」ダイアログボックスを表示する。「ツール」を選択し、「オプション」を

選択する。⇒ ② 「セキュリティ」ダイアログボックスを表示する。「セキュリティ」タブ

を選択し、「マクロのセキュリティ」を選択する。⇒ ③ セキュリティレベルを変更する。 

「セキュリティレベル」タブを選択する。次に、「中 コンピュータに損害を与える可能性が

あるマクロを実行する前に警告します。」を選択し、「OK」ボタンを押下する。 
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6-2 システムの操作方法 

6-2-1 システム（エクセルファイル）の起動 

   ダウンロードしたシステムが格納されたフォルダからエクセルファイルを起動させる。 

   Windowsのエクスプローラーなどによりファイルを表示させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

エクセルから直接、ファイルを開く（起動）させる場合は、システムファイルを格納したフォ

ルダの中からシステムファイルを選択し、ファイルを開くを押下する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルをダブルクリック 

ファイルを選択 
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6-2-2 システムの計算フロー 

調整池容量計算システムの計算フローは以下のとおりである。 

「流出係数の設定」から「調整池容量の概算」までと、その後に設計計算する「調節計算」とに

大別される。 

「調節計算」は調整池からの放流形態に応じてシート（自然調節方式、２段、ポンプ）を選択す

る。最後に「調節計算」シートで許可条件を満足していることを確認したら、「許可申請図書の

作成」ボタンを押すことで、必要な様式がエクセルファイルに出力される。 
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6-2-3 システム（ファイル内）の各シートの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブ（シート）名 計算の内容 

00はじめに 計算シートの値を全てクリアするためのシート。 
（前の計算結果などをクリアする。） 

流出係数算出 開発前後の土地利用別面積から(合成)流出係数を算出する。 

降雨強度 対象地域の10分間隔の降雨強度を入力・算出する。 

流入量定義 既に計算された流出計算結果を使用する場合に入力する。 

単位対策量早見表 雨水浸透阻害行為前後の流出係数から、洪水調整容量の単位対策量を算
出する。 

01流出計算(Q-Tグラフ) 合成合理式により、流入量-時間関係データを算出する。 

浸透施設_比浸透量 浸透施設の比浸透量を算出する。 

浸透施設能力 ・浸透能力は浸水トレンチ、浸透マス、透水性舗装を対象とし、概略諸
元及び単位能力を入力することにより、浸透による流出抑制効果量を
算出する。 

・空隙貯留を考慮し、体積、空隙率を入力することで流出抑制効果量を
算出する。 

02流出計算(QT-Sグラフ) 合成合理式により、浸透による流出抑制効果量を算出する。 

03-①調整池容量の概算 矩形調整池を想定し、トライアル計算により概算の必要容量を算出す
る。 

04-①調節計算(自動調節
方式) 

・実際の調整池の水深-容量関係を入力することにより、設定調整池の
効果量を算出する。 

・浸透施設の浸透能力、空隙貯留量を入力することにより、浸透併用時
の容量も算出できる。 

04-②調節計算(２段) 2段オリフィスによる調整池必要容量を算出する。 

04-③調節計算(ポンプ) ポンプ排水による調整池必要容量を算出する。 

流入量定義 既に計算された流出計算結果を使用する場合に入力する。 

浸透施設能力（流域貯留モ
デル_道路管理者用） 

道路管理者用・浸透施設の浸透能力を算出する。 

エクセルの各タブ（シート）で行える計算は以下のとおりである。 
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6-2-4 事前に用意しておくデータ 

システムによる調整池容量計算を行うためには、事前に以下のデータを揃えておく必要がある。 

 

6-2-5 システム（ファイル内）の各シートの操作説明 

 (1) データの初期化【シート：00 はじめに】 

  計算を始めるにあたっては、全てのデータを消去する。 

  前回、計算した全てのシートの入力値がクリアされるため、引き続き計算を行う場合や一部の入

力データを修正して再計算を行う場合は、データクリアはしなくてもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 内容 

対象行為面積 土地利用形態ごとの行為前および行為後面積 

対象降雨 
対象地域の 降雨強度（10分間隔） 
※直接放流区や流域変更を行った場合に必要となる。 

対象行為後流入量 対象地域の行為後流入量（10分間隔） 

貯留浸透施設 
諸元 

（必要に応じて） 

＜一般用＞ 
 透水性舗装(1ｍ2あたりの)：比浸透量、飽和透水係数、設置数量、体積、空隙率 

 浸透マス(1個あたりの)  ：比浸透量、飽和透水係数、設置数量、体積、空隙率 

 浸透トレンチ(1ｍあたりの)：比浸透量、飽和透水係数、設置数量、体積、空隙率 

 
＜道路管理者用＞ 
 透水性舗装(1ｍ2あたりの)：比浸透量算定定数、飽和透水係数、設置数量、体積、

空隙率、目詰まり係数、道路層厚、空気間隙率、水拘

束率 

 浸透マス(1個あたりの) ：比浸透量、飽和透水係数、設置数量、設計水頭、体積、 

空隙率 

 浸透トレンチ(1ｍあたりの)：比浸透量、飽和透水係数、設置数量、設計水頭、体

積、空隙率  

※「一般用」、「道路管理者用」のどちらか一方のみが必要となり、必
要となるデータ形式も異なる。 

 

①「00 はじめに」タブ 

②「データクリア」ボダンを押下 
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 (2) 流出係数の算出【シート：流出係数算出】 

  集水区域ごとの合成流出係数を行うシートであり、様式Ａ’となる。 

  （第 2章 2-4-4 項 再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行為前 行為後

0.200 0.900

土地利用の形態の細区分 流出係数
行為前面

積
（ha）

行為後面
積

（ha）

－ 0.1000 0.1000

宅地 0.90 0.1000

池沼 1.00

水路 1.00

ため池 1.00

道路(法面を有しないもの） 0.90

道路（法面を有するもの）

鉄道線路（法面を有しないもの） 0.90

鉄道線路（法面を有するもの）

飛行場（法面を有しないもの） 0.90

飛行場（法面を有するもの）

太陽光パネル 0.90

不浸透性材料により舗装された土
地（法面を除く）

0.95

不浸透性材料により覆われた法面 1.00

ゴルフ場（雨水を排除するための
排水施設を伴うものに限る）

0.50

運動場その他これに類する施設
（雨水を排除するための排水施設
を伴うものに限る）

0.80

ローラーその他これに類する建設
機械を用いて締め固められた土地

0.50

山地 0.30

人工的に造成され植生に覆われた
法面

0.40

林地、耕地、原野その他ローラー
その他これに類する建設機械を用
いて締め固められていない土地

0.20 0.1000

計

そ

の

他

流出係数算定結果

上
記
第
１
号
か
ら
第
３
号
に
掲

げ
る
土
地
以
外
の
土
地

宅
地
等
以
外
の
土
地

雨水浸透阻害行為の技術基準として設定する流出係数

第
２
号

関
　
連

区分

第
３
号

関
　
連

宅
地
等
に
該
当
す
る
土
地

第
１
号
関
連

② 行為前の土地利用形態ごと

の面積(ha)をこの列に 
入力。 10,000 ㎡＝1ha 

「調整池容量計算システム」のエクセルファ

イルを開き「流出係数算出」を選択する。 

合成流出係数 
自動計算 

合計面積。自動計算。 
行為前後面積が違うとエラー 

イエロー部分に面積(ha)を入力すると自動

的に算出される。 
(実際はイエローに着色されていません) 

表2-4-4 様式Ａ’ 

① 行為後の土地利用形態ごと

の面積(ha)をこの列に 
入力。 10,000 ㎡＝1ha 
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 (3) 降雨の設定【シート：降雨強度】 

雨水浸透阻害行為に対して愛知県より公表されている降雨強度を入力する。 

入力の方法は、降雨強度（10 分間隔）を直接、入力（データコピー貼り付け）する方法と、降

雨強度式の係数を入力して降雨強度（10 分間隔）求める方法がある。 

  （第 2章 2-5-2 項 再掲） 

 入力方法①：愛知県の基準降雨（エクセル）をダウンロードして貼り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入力方法②：システムで愛知県の降雨強度を算出する方法 

（愛知県では基準降雨を定めているため採用していません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 年確率雨量 

ａ：2,095 

ｂ：11.717 

ｎ：0.75 

を入力 

入力したら計算実

行をクリック 
入力したら計算 

実行をクリック 

3 年確率雨量 

ａ：1,112.7 

ｂ：6.079 

ｎ：0.72 

を入力 

②ダウンロードした 10 年に 1 回の雨「愛知県 10 年確率雨量.xlsx」、 
または 3 年に 1 回の雨「愛知県 3 年確率雨量.xlsx」の各時間の降雨量 
をコピーして貼り付ける。 
※「計算実行」はクリックしない 

①『降雨強度』のタブを選択 

図 2-5-2 参照 

中央集中型を選択 中央集中型を選択 
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(4) 雨水浸透阻害行為による単位対策量の早見表【シート：単位対策量早見表】 

※本シートは、対象降雨に対して単位対策量の早見表を作成するもので、必ず実施しなくてはなら

ないシートではありません。対策規模を概算したい場合に使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 『単位対策量早見表』のタブを選択 

② 『早見表の作成』のボタンを押下 

③ 雨水浸透阻害行為前後の流出係数に対して、 
単位面積（ha）あたりの洪水調整容量が表示される 
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 (5) 流出量の算定【シート：01流出計算(Q-T グラフ)】 

  ①「降雨強度」シートの降雨に対して実行する場合 

     （第 2章 2-6-2 項 再掲） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①「01_流出計算(Q-T グラフ)」のタブを選択 

②流出計算の実行 ●スイッチを押下（確認） 

③流出係数を押下すると「流出係数算出」タブで入力した 
データが自動反映される 

※「流入量定義」タブで流出計算結果を入力し、これを使用する場合 
②のスイッチが外れる。どちらかしか選択できない。 
（使用するケースは少ない。） 

④上記②③を終えたら計算実行を押下すると計算される。 
下図参照 
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2 流出計算の実行

行為面積 0.1000 ha

降雨量

流出係数

行為前 0.200

行為後 0.900

流出計算結果の指定

許容放流量 0.001000 m3/s

流 出 計 算 条 件

※「流入量定義」シートに計算された流
出計算結果（行為後）を入力してくださ

い。

※「降雨強度」シートに基準降雨を入力

してください。（都道府県知事等により
公示されている「基準降雨」の値に変更

してください。）

※「流出係数算出」シートで算出した諸元が入力されていますが、必要に

応じて申請図書記載値に上書きする ことができます。

計 算 実 行

流出係数

  ②流出計算結果を指定する場合 

   別で計算された行為後流入量を用いる場合は、以下のタブ（シート）で入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①流入量定義を選択 

②対象地域の行為後流入量 
 （10 分間隔）を入力する。 

③入力を終えたら「01 流出計算 
（Q-T グラフ）」タブを選択 

④「流出計算結果の指定」を選択 

⑤「計算実行を押下する 
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 (6) 流出量に対する浸透施設効果の反映【シート：02 流出計算(QT-S グラフ)】 

  ① 浸透施設がない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「02 流出計算（QT-S グラフ）」 
タブを選択 

②「浸透施設なし」を選択 

③「計算実行/再設定」ボタンを押下 

④計算結果が一覧表及びグラフが表示される 
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  ② 浸透施設がある場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムの「02 流出計算(QT-S グラフ)」タブにて、浸透施設ありの計算を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「浸透施設能力」のタブを選択 

②浸透施設諸元として、「浸透

マス」「浸透トレンチ」「透水

性舗装」「その他」について、

「比浸透量、「飽和透水係数」

「設置数量」「影響係数」をそ

れぞれ入力する。 
また、空隙貯留がある場合は、

空隙貯留諸元として、１単位

あたりの「体積」、「空隙率」

をそれぞれ入力する。 
既に入力されている値を変更

してもよい。 
※飽和透水係数は単位を選択

する 

③入力すると、「浸透施設能 
力算定結果」及び「空隙貯 
留量算定結果」が自動計算

される 

①02 流出計算(QT-S グラフ)を選択 

②浸透施設ありを選択 

③計算実行を押下すると表とグラフが表示される。次ページ 

透水性舗装の体積は 

1ｍ2あたりのため 

注意が必要 
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 ③ 浸透施設がある場合（貯留浸透モデル_道路管理者用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  「浸透施設能力（貯留浸透モデル_道路管理者用）のシートの入力を終えたら、「02 流出計算（QT-S

グラフ）」タブを選択し、「浸透施設あり（貯留浸透モデル_道路管理者用）」を選択 ⇒ 「計算実

行/再設定」ボタンを押下 ⇒ 計算結果が一覧表及びグラフ表示される。 

画面は本ページ上と同じであるため割愛する。 

 

 

 

 

 

①「浸透施設能力（貯留浸透モデル_道路管理者用）を選択 

④入力すると、「設計浸透能力」「平均設 計水頭」「設計平均貯留量」が自動計算される。 

③「浸透マス」「浸透トレンチ」については、「比

浸透量、飽和透水係数」「設置数量」「設計水頭」

「影響係数」をそれぞれ入力する。また、空隙貯

留がある場合は、空隙貯留諸元として、１単位あ

たりの「体積」、「空隙率」をそれぞれ入力する。

既に入力されている値を変更しても良い。 

②「透水性舗装」について、「設

置数量」「飽和透水係数」「比浸

透量算定係数」「目詰まり係数」

をそれぞれ入力する。 

④入力すると「上層路盤及び下層路盤での貯留量」の結 

果が自動表示される。 

④計算実行すると結果とグラフが表示される。 
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④ 比浸透量の設定【シート：浸透施設_比浸透量】 

 浸透施設の比浸透量は、施設の形状と湛水深で決まる。浸透施設のカタログなどに比浸透量の

記載がない場合には、P21~23 に掲載されている算定式により設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入力セル 適用範囲

H：設計水頭（m） 3.00 0.5m≦H≦5.0m

W：施設幅(m) 15.00 5.0m≦W≦50.0m

D：施設直径(m) -

L：施設延長(m) 40.00 X=L/W 1.0≦X≦5.0m

係数 a 比浸透量の比例配分

係数 b 比浸透量の比例配分

係数 c -

K：比浸透量 1398.38

比浸透量の算出

8.大型貯留浸透槽（側面および底面）

比 浸 透 量 の 算 出

② 「浸透施設_比浸透量」タブを選択 

① 浸透施設の種類を 

プルダウンから選択 

③ 選択した浸透施設の比浸透量を算出する際に 

必要な諸元（黄色ハッチ部）を入力 

④ 「比浸透量の算出」を押下 

⑤ 比浸透量が算出される 
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 (7) 調整池容量の概算【シート：03-①調整池容量の概算】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (8) 調節計算【シート：04-①～③ 調節計算】 

 ①自然調節の場合【シート：04-①調節計算(自然調節方式)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「03-①調整池容量の概算」を選択 

②行為後ピーク流入量（浸透考慮後）は、「02 流出計算 (QT-S グラフ)」 

で算出された値が表示される。 

③許容放流量（行為前ピーク 流入量）は、「01 流出計算 (Q-T グラフ)」 

で算出された値が表示される。 

④浸透施設条件は、「02 流出 計算(QT-S グラフ)」で選択した条件が表示される。 

⑤調整池高を設定する。※ 実際に設置する池の構造 を考慮して値を入力する。 

入力した値は、システムでは調整池の計画高水位（H.W.L）として扱われる。 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥入力したら計算実行を押下 

⑦「必要容量」「オリフィス径」 
が表示される。 

①「04-①調節計算（自然調節 方式）」を選択 

②それぞれ「02 流出計算 (QT-S グラフ)」、 

「01 流出計算(Q-T グラフ)」で算出され 

た値が表示される。 

③ 

④ 

② 
⑤ ⑥ 

③水深-容量データを入力する。 

次ページに補足説明1を示す。 

④水深の最大値は、調整池の計画高水位 

（H.W.L）とする。 

⑤放流口の形状（口径と管底位置）を入力 
する。次ページに補足説明2を示す。 

⑥入力を終えたら計算実行を押下すると⑦に計算結果が表示される。 

⑦補足説明 3 
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 【補足説明 1 水深-容量データの設定について】 

  水深-容量データとは、 A 水深と容量の関係か

ら調整池の形状を設定するもので、例えば、面積

10m2・高さ 2m の調整池の水深と容量の関係は、

右図のような関係が成り立つ。 

 

  なお、対象施設が浸透施設のみで調整池を設け   

ない場合は、以下の設定を行う。 

「水深-容量」欄に値を入力せず（空白にする）、 

「計算実行」ボタンを押下すると、調節計算は行われず、浸透能力の算出結果がそのまま反映される。

※「水深-容量」欄に値が入力されている場合は、調節計算が行われるので、必ず削除すること。 

 

 【補足説明 2 放流口の形状の設定について】 

  ※1 管底位置は、通常は池底に設けるので位置は 0 となる。 

※2 放流口の口径は、円管と矩形管から選択できる。 

※3 円管の場合は直径を、矩形管の場合は高さ、幅を入力する。 

 

 【補足説明 3 計算結果について】 

  計算結果として、「最大放流量」「池内最大ボリューム」「池内最大水深」「上乗せ分の貯留量」「上 

乗せ分の貯留率」が表示される。また、これらの結果に応じて、「総合評価」「放流量評価」「池容 

量評価」「上乗せ分評価」も表示される。 

・「総合評価」が“N.G.”の場合は、申請された対策で は調節効果が不十分ということになる。 

・「放流量評価」が“O.K.”、「池容量評価」が“O.K.”となれば「総合評価」が“O.K.”となり、

申請内容で問題は無いことになる。 

・「上乗せ分評価」が“30m3 増量 O.K.”となれば、雨水貯留浸透施設整備計画の認定制度が適

用される。 

・開発行為に対して必要な池の容量を調べるためは、放流口形状や水深-容量関係を変化させて、

「総合評価」が“O.K.”となるまで繰り返し計算を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「04-①調節計算（自然調節 方式）」の結果の表示 

シートの右側 
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 ②２段オリフィスの場合【シート：04-②調節計算(2段)】 

調整池計算を自然調節方式（２段オリフィス）とする場合は、「04-②調整計算（2段）」タブを選

択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①「04-②調整計算（2段）」タブを選択 

  ② 行為後ピーク流入量（浸透考慮後）は「02 流出計算(QT-Sグラフ)」、許容放流量（計）は「01 

流出計算(Q-T グラフ)」で算出された値が表示される。 

※ 許容放流量（上段）を設定すると(⑤)、許容放流量（下段）が自動計算される。 

  ③ 水深-容量データを入力する。(前述(7)①と同じ) 

④ 水深の最大値は、調整池の計画高水位（H.W.L）とする。(前述(7)①と同じ) 

  ⑤ 放流口の形状を設定する。上下段オリフィスの放流口形状（口径と管底位置）を入力する。

※ 放流口の口径については、円管と矩形管から選択できる。 

※ 円管の場合は直径を、矩形管の場合は高さ、幅を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑥ 入力を終えたら計算実行を押下する。 

  ⑦ 計算結果が表示される。次ページに続く 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

① 

２段オリフィスの管底位置は、下図のよ

うに、管底位置は池底からのそれぞれの

距離を設定する。 

泥溜め 

④ 
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  ⑦ 計算結果について 

   計算結果として、「最大放流量（上段＋下段）」「最大放流量（下段）」「池内最大ボリューム」

「池内最大水深」「上乗せ分の貯留量」「上乗せ分の貯留率」が表示される。 

また、これらの結果に応じ、「総合評価」「放流量評価」「池容量評価」「上乗せ分評価」も表示

される。 

・「総合評価」が“N.G.”の場合は、申請された対策では調節効果が不十分ということになる。 

・「放流量評価」が“O.K.”、「池容量評価」が“O.K.”となれば「総合評価」が“O.K.”とな

り、申請内容で問題は無いことになる。 

・「池容量評価」が“30m3増量 O.K.”となれば、雨水 貯留浸透施設整備計画の認定制度が適

用される。 

・開発行為に対して必要な池の容量を調べるためは、放流口形状や水深-容量関係を変化させ

て、「総合評価」が“O.K.”となるまで繰り返し計算を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「04-②調節計算（2段 方式）」の結果の表示 

シートの右側 
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 ③ポンプの場合【シート：04-③調節計算(ポンプ)】 

  調整池構造をポンプとする場合は、「04-③調節計算(ポンプ)」タブを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ① 「04-③調整計算（ポンプ）」タブを選択する。 

  ② 行為後ピーク流入量（浸透考慮後）は「02 流出計算(QT-S グラフ)」、許容放流量（行為前

ピーク流入量）は「01 流出計算(Q-T グラフ)」で算出された値が表示される。 

  ③ 水深-容量データを入力する。(前述(7)①、②と同じ) 

  ④ 水深-ポンプデータを入力する。 

  ⑤ 水深の最大値は、調整池の計画高水位（H.W.L）とする。(前述(7)①、②と同じ) 

  ⑥ 入力を終えたら計算実行を押下する。 

  ⑦ 計算結果が表示される。 

計算結果として、「最大放流量」「池内最大ボリューム」「池内最大水深」「上乗せ分の貯留量」 

「上乗せ分の貯留率」が表示される。また、これらの結果に応じて、「総合評価」「放流量評価」 

「池容量評価」「上乗せ分評価」も表示される。 

・「総合評価」が“N.G.”の場合は、申請された対策では調節効果が不十分ということにな

る。 

・「放流量評価」が“O.K.”、「池容量評価」が“O.K.”となれば「総合評価」が“O.K.”と

なり、申請内容で問題は無いことになる。 

・「上乗せ分評価」が“30m3増量 O.K.”となれば、雨水貯留浸透施設整備計画の認定制度が

適用される。 

・開発行為に対して必要な池の容量を調べるためは、放流口形状や水深-容量関係を変化さ

せて、「総合評価」が“O.K.”となるまで繰り返し計算を実施する。 

① 

② 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

④ ③ 

⑤ 
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「04-③調節計算（ポンプ）」の結果の表示 

シートの右側 


